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さ
か
ふ
ね
い
し

奈
良
・酒
船
石
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡

調
査
期
間
　
　
第
九
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
三
月
１
四
月
、
第

一
〇
次
調
査
　
一
九
九
七
年
四
月
―
八
月

発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
相
原
嘉
之

（第
九
・
一
〇
次
調
査
）、
清
岡
廣
子

（第
一
〇
次

調
査
）

遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

酒
船
石
遺
跡
は
、
飛
鳥
の
小

盆
地
の
東
に
あ
る
丘
陵
に
位
置

す
る
。
こ
の
丘
陵
の
上
に
は
謎

の
石
造
物
と
呼
ば
れ
る

「酒
船

石
」
が
あ
る
。
こ
の
丘
陵
の
北

斜
面
で

一
九
九
二
年
に
大
規
模

な
土
地
造
成
痕
跡
と
石
垣
遺
構

が
発
見
さ
れ
、
『
日
本
書
紀
』

に
記
さ
れ
る
斉
明
天
皇
の

「宮

の
東
の
石
垣
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
後

一
九
九
四
年
度
の
調
査
で

は
、
さ
ら
に
下
に
三
重
の
石
垣
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。　
一
方
、
飛
鳥
京
跡

は

一
九
二
九
年
か
ら
継
続
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

に
よ
っ
て
、
同

一
場
所
に
三
時
期
の
宮
殿
遺
構
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
最
も
新
し
い
宮
殿
遺
構
は
、
後
飛
鳥
岡
本
宮
を
改
造

・
整
備

し
た
天
武
天
皇
の
飛
鳥
浄
御
原
宮
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
、
酒
船
石
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
の
西
側
平
担
部
に
位
置
す
る

が
、
飛
鳥
京
跡
の
東
外
郭
塀
の
外

（東
）
側
で
あ
る
の
で
、
酒
船
石
遺
跡
の
範

囲
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
執
行
年
度
の
関
係
で
、

一
九
九
六
年
度
に
南
半
を
第
九
次
調
査
と
し
て
実
施
し
、　
一
九
九
七
年
度
に
引

き
続
き
調
査
区
を
拡
張
す
る
形
で
北
半
の
第

一
〇
次
調
査
を
行
な
っ
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
大
き
く
Ａ

・
Ｂ
期
の
二
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
Ａ
期
に

は
、
南
北
棟
の
大
型
掘
立
柱
建
物
や
こ
れ
に
伴
う
石
敷

・
石
組
溝
な
ど
が
あ
り
、

出
土
遺
物
か
ら
七
世
紀
後
半
の
天
武
朝
に
は
機
能
し
て
い
た
遺
構
群
と
考
え
ら

れ
る
。
Ｂ
期
に
は
、
こ
れ
ら
の
遺
構
を
埋
め
て
造
ら
れ
た
石
組
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
や

石
積
遺
構

。
素
掘
溝
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
南
北
方
向
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
で
あ
る
。
第
九

次
調
査
区
で
Ｓ
Ｄ

一
〇
の
南
半
を
、
第

一
〇
次
調
査
区
で
北
半
を
調
査
し
て
お

り
、　
一
連
の
遺
構
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
は
、
幅
二
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
で
側
壁
に
花

南
岩
を
積
ん
で
い
る
が
、
石
材
は
大
小
様
々
で
積
み
方
は
雑
で
あ
る
。
埋
土
は

大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
上
層
に
黒
灰
色
粘
質
土
、
下
層
に
灰
色
粗
砂
が
堆
積

(吉野山)



1997年出上の木簡

す
る
。
遺
物
は
下
層
に
多
く
、
木
簡
を
は
じ
め
土
器

・
木
片
が
多
数
出
土
し
た
。

土
器
は
現
在
整
理
中
で
あ
る
が
、
飛
鳥
Ｖ

（藤
原
宮
の
時
期
）
の
時
期
の
も
の

で
あ
る
。
木
簡
は
、
第
九
次
調
査
で

一
三
点

（全
て
削
暦
）、
第

一
〇
次
調
査
で

一
五
点

今
つ
ち
削
婿
九
点
）、
計
二
人
点
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔私
ヵ
〕

①

　

□
ロ
マ
安
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

②
　
　
田
直
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ協

【
函
こ
遷
ヵ
〕

働

　

□
□
国
家
家
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ津

〔郡
ヵ
〕
　

【白
米
ヵ
〕

い
　
。
「尾
張
国
中
嶋
□
回
□
□
□
□

」

。
「
五
斗

霊
亀
弐
年
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
Ｐ伽巽
］買
い
目

働
　

牛
皮
四
枚
直
布

（
牌
〇
］
）
×
］
］
×
卜
　
ｏ
∞
〕

①
ｌ
①
は
第
九
次
調
査
出
土
分
、
い
①
は
第

一
〇
次
調
査
出
上
分
で
あ
る
。

い
と
②
は
人
名
を
記
す
。
い
の
私
部
安
麻
呂
に
関
し
て
は
、
正
倉
院
文
書
に

同
名
の
人
物
が
天
平
宝
字
年
間
の
造
東
大
寺
司
画
師
と
し
て
登
場
す
る
が

３
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻
四
、
二
六
頁
な
ど
）、
溝
の
年
代
か
ら
み
て
別
人

で
あ
ろ
う
。
①
は
習
書
木
簡
の
一
部
か
。
い
は
完
形
の
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
全

体
に
墨
痕
が
薄
く
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
釈
読
し
た
。
霊
亀
二
年
の

紀
年
か
ら
み
て
、
溝
の
下
限
が
奈
良
時
代
に
下
る
と
と
も
に
、
付
近
に
そ
の
頃

白
米
の
供
給
を
受
け
る
機
関
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
①
は
上
下
が
折

損
し
て
い
る
。
牛
皮
の
直
と
し
て
布
の
量
を
記
し
た
木
簡
で
あ
ろ
う
。
牛
皮
は

主
に
履
物
に
加
工
さ
れ
た
も
の
で
、
令
制
で
は
、
大
蔵
省
と
内
蔵
寮
が
そ
の
加

工
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
発
掘
場
所
は
飛
蔦
京
跡
東
方
に
近
接

し
て
お
り
、
こ
の
木
簡
が
そ
う
し
た
官
衡
と
関
連
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ

の
木
簡
の
年
代
と
と
も
に
、
な
お
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

９
　
関
係
文
献

明
日
香
村
教
育
委
員
会

『明
日
香
村
遺
跡
調
査
概
報
　
平
成
八
年
度
』
全

九
九
八
年
）
（１
１
７
，
９
相
原
嘉
之
、
８
寺
崎
保
広

〈奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
》
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